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シリーズ地名を訪ねて②| 志保町

1996年
3平成 8年

月号

仇484

西 麿1605年、大別11地方を治めていた藤堂高虎は、町奉行田中林斎に命じて 、当地方の塩の専売を行う塩屋

町を設けさせました。以後この近辺は、商業の中心地として栄えました。明治初期に志保町 (シホマチ)と

改めたといわれています。今でもこの通りには、防火のためのうだっのある古い商家が軒を連ねています。

中町三丁目と交わる四ツ角には、昔しながらの郵便ポストがたたずんでノスタjレジックな雰囲気を醸し出し

ています。

今月号の み ど こ ろ

0晴れやかに新成人 503人……P.2~ 3 

0おすみですか税の申告...............P.4

0軽自動車などの廃車手続きを
忘れずに..............................P.4

03月 4月は異動シーズン・・・・・・・・・・"P.5

0大洲市ミニシルバ一人材センター

....P.6 ~ 7 

0大洲人物列伝 (1)・・..一.................P.8

今月の納税は

国民健康保険税

6期

納期は4月1日です

市民のうごき

平成 8年 1月31日現在

人口 39.150人 (-35) 

男 18，684人 ( -10) 

女 20，466人 (-25) 

世帯数 13，718世帯 (-3) 

|面積加 99平方キロメートル



現~建資拡:z湾建現政;z濃袋ち鉱ぷ~繋袋竺懇ぷ~設袋警警広

503人晴れやかに新成人

一
月
十
五
日
、
大
洲
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
今
年
の
成
人
式
に
は
、

五
百
三
人
の
該
当
者
の
う
ち
三
百
九

十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で

は
、
優
良
成
人
者
の
表
彰
や

二
十
歳

を
迎
え
て
の
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
¥
そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
は

さ
ん
で
参
加
者
全
員
が
六
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
の
撮
影

を
行
い
ま
し
た。

式
典
で
は
、
桝
田
市
長
が
次
の
よ

う
に
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「
成
人
式
は
人
生
の
一
つ
の
節
目
で

あ
り
、
こ
れ
を
境
に
社
会
的
に
諸
々

の
権
利
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
責
任

と
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
j

i
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こ
れ
か
ら
は
、

世
界
の
中
の
日
本
と
い
う
グ
ロ

ー
バ

ル
な
視
野
で
問
題
を
と
ら
え
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
大
洲
が
、
そ
し
て
日
本

が
、
他
に
誇
り
う
る
郷
土
、
誇
り
う

る
国
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
勉

学
に
、
勤
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

L

こ
れ
に
対
し
て
、
肱
南
地
区
の
中

村
直
樹
さ
ん
が
答
辞
を
行
っ
た
後
、

新
成
人
を
代
表
し
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず
つ
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

南
久
米
地
区
の
大
谷
憲
博
さ
ん
は
、

「
二
十
歳
は
、
大
人
の
世
界
へ
の
入

口
で
す
。
入
学
、
入
社
、
結
婚
と
い

っ
た
節
目
に
比
べ
る
と
は
っ
き
り
と

し
た
区
切
り
も
精
神
的
な
け
じ
め
も

つ
け
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。
実
際

に
大
人
の
実
感
な
ど
と
い
う
も
の
は
、

な
か
な
か
湧
い
て
こ
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、

二
十
歳
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
々

な
権
利
と
義
務
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

大
人
社
会
の
約
束
事
の
中
で
生
き
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
わ
け

で
す
。
本
当
の
意
味
で一

人
前
の
大

人
に
な
る
た
め
に
、

二
十
歳
に
な
る

と
何
が
変
わ
る
の
か
、
ど
ん
な
権
利

と
義
務
が
生
ま
れ
る
か
認
識
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
」と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
久
米
地
区
の
沼
田
栄
理
子

さ
ん
は
、
「
成
人
と
な
り
社
会
人
の

仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
次
の
三
つ
の
事
を
頭
に
置
き
な

が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず

一
つ
は

『素
直
な
心
』
で
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憲博さん

企沼田栄理子さん

企大谷

す
。
知
ら
な
い
事
ば
か
り
の
私
に
と

っ
て
、
周
り
の
人
た
ち
の
助
言
や
注

意
を
素
直
に
受
け
止
め
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
二

つ
目
は

『感

動
す
る
心
』
で
す
。
人
の
姿
や
話
を

見
聞
き
し
、
す
ば
ら
し
い
本
と
出
会

い
感
動
し
、

心
を
動
か
さ
れ
『
よ
し
、

自
分
も
や
る
ぞ
f

』
と
前
向
き
に
新

し
い
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

『笑
顔』

で

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
私
は

看
護
婦
の
道
を
目
指
し
て
学
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
に
厳

し
く
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
病

み
伏
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
温
か
い

笑
顔
で
接
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
周
り
の
方
々
の
ご
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
二
度
と
な
い
人
生
を
心
新

た
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。L

と
二
十
歳
を
迎
え
て
の
決
意
を
発
表

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
優
良
成
人
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V

立
川
知
康
さ
ん
(
新
谷
)

勤
労
に
励
み
、
社
会
へ
の
貢

献
が
極
め
て
大
き
い
。



♂3繋漣潜に:とま

新戚入者が
生まれた
昭和田隼鹿
の出来事

大洲地区広域消防事

喜多小学校水泳プ-

ン陥落 (ベ トナム戦

南ベ トナム、サイゴ

第1回先進6ヵ国首

米 ・ソ宇宙船 ドツキ

脳会議 (サミ ット)

務組合業務開始

肱北保育所開所

ル・体育館落成

[日本・世界}

[大洲市内]

4月1日

6月2日

6月7日

争終結)

ング

4月

7月

11月

hv肱
南
・
久
米

hv臨
北
・
平

hv喜
多

hv平
野
・
南
久
米
・
菅
田

h
p大
川
・
柳
沢
・
新
谷

h
p
三
善

・
八
多
喜

・
上
須
戒
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お
す
み
で
す
か
?

Q
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県

民

税

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
八
年
一
月
一

日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、

三
月
十
五

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
所
得
金
額
の
計
算
の
で
き
る
帳
簿

記
録
な
ど

②
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票
」

③
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個

人
年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
領

収
書
又
は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、

医
療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

⑤
印
鑑
・
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書

頁靖プ詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
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顎
得
税
ほ
か

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
期
限
も

三
月
十
五
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
特
別
減
税
の
関
係
で
例
年
以

上
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
申

告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は
、

四
月

一
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

'ν
 

申
告
書
な
ど
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

税
務
署
で
は
、
申
告
書
提
出
用
の

「
時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
L

を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
申
告
書
な
ど
の

提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
特
別
減
税
}

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
納
税
者

に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の

平
成
七
年
分
の
所
得
税
額
の
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
相
当
額
(
五
万
円
を
限
度
)

が
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
還
付

(
控
除
)
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
宮
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軽自動車などの

廃車手続きを忘れずに

軽
自
動
車
税
は
¥
今
年
四
月

日
現
在
で
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た

人
や
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な

ど
は
¥

だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が

百
二
十
五
∞
以
下
)
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課

へ
、
そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
協
会
又
は
陸
運
支
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合
}

新
・
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
名
義
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、
旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

{
原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場

合
}

新
し
い
車
体
番
号
を
確
認
の
う
え

車
体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
白
賠
責
保 里

め
に
手
続
き
を
し
て
く

険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
o
'

{
原
付
な
ど
を
廃
車
に
す
る
場
合
}

ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
(
軽
自
動
車
税
に
は
、
月

割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

廃
車
の
手
続
き
が
四
月
一
日
を
一
日

で
も
過
ぎ
る
と
、

一
年
分
の
税
金
が

課
税
さ
れ
ま
す
)

{
原
付
な
ど
の
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
}

名
義
変
更
か
、
廃
車
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

{
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

紛
失
又
は
廃
棄
し
た
場
合
}

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

4 

{
転
入
・
転
出
の
場
合
}

転
入
し
た
人
で
、
他
市
町
村
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
そ

れ
を
持
参
し
、
大
洲
市
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
こ
の
場
合
、
印
鑑
・

車
名
・
車
体
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
)

転
出
す
る
際
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

{
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
}

ま
ず
、
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、

そ
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

税
務
課
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽

自
動
車
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
2
5
)



3月4月 I~異動うーズン
/ 手続き同早めに明 1m標的

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
異
動
の
多
い
時
期

で
す
。
転
入
転
出
の
際
に
、
必
要
な
手
続
き
を
怠
る

と、

国
民
年
金
の
給
伺
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

選
挙
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
と
、

失
う
こ
と
、が
あ
り
ま
す
。

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
へ
の
届
け
出

{
住
民
登
録
}
住
民
基
本
台
帳
へ

の
記
載
な
ど
は
、
転
入
届
を
受
理
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
前
住
所

地
で
転
出
証
明
を
受
け
取
り
、
十
四

日
以
内
に
新
住
所
地
の
市
町
村
役
場

で
転
入
届
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
出

・
転
入
届
を
す
る
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

{
印
鑑
登
録
}
印
鑑
登
録
証
を
返

し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

{
国
民
健
康
保
険
証
】
一
度
返
し
、

新
住
所
地
で
新
た
に
申
請
し
ま
す
。

母
子
家
庭
、
零
歳
児
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
及
び
、
老
人
保
健
法
に
よ

る
受
給
者
証
も
一
度
返
し
、
新
住
所

地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
国
民
年
金
】
新
住
所
地
で
住
所

変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
水
道
}
転
出

・
転
入
ど
ち
ら
の

場
合
で
も
、
事
前
に
水
道
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

{
在
学
証
明
}
小

・
中
学
生
が
い

る
場
合
に
は
、
転
出
・
転
入
に
関
す
る

住
民
登
録
の
手
続
き
が
済
み
し
だ
い
、

大
切
な
権
利
を

早
め
に
済
ま

手
続
き
は
、

教
育
委
員
会
(
学
校
教
育
課
)
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
転
出
の
場
合
は
、

在
学
中
の
学
校
で
在
学
証
明
書
な
ど

の
書
類
を
受
け
取
り
、
転
出
先
の
小

・
中
学
校
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

{
福
祉
関
係
}
児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、

福
祉
事
務
所
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

所
得
証
明
の
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
新
住
所
地
の
福
祉
事

務
所
で
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
の
各
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

大
洲
市
役
所

告
⑫
2
1
1
1

取締寝袋F

そ
の
他
の
届
け
出

{
運
転
免
許
証
}
住
所
変
更
の
手

続
き
は
、
新
住
所
地
の
警
察
署
で
、

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
陸

運
事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。
転
居
先
が
県
内
と
県
外

で
は
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

{
郵
便
物
}
転
居
屈
を
出
し
て
お

く
と
、

一
年
間
は
郵
便
物
を
転
送
し

て
く
れ
ま
す
。

{
そ
の
他
}
銀
行
へ
の
住
所
変
更

の
届
け
出
や
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話

な
ど
の
変
更
や
廃
止
の
手
続
き
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
戸
籍
・
住
民
票

謄
抄
本
の
請
求

戸
籍
・
住
民
票
の
謄
抄
本
を
手
紙

で
請
求
す
る
と
き
は
、
次
の
必
要
事

項
を
明
記
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
に

切
手
を
は
り
、
規
定
の
料
金
を
郵
便

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
領
収
書

と
残
金
を
添
え
て
返
送
し
ま
す
。

{
必
要
事
項
}

V
戸
籍
本
籍
地
、
筆
頭
者
氏
名
、

謄
抄
本
の
別
(
抄
本
の
場
合

は
必
要
な
人
の
名
前
)
、
請
求

理
由
、
請
求
者
と
の
関
係
、

請
求
者
の
住
所
氏
名

V
住
民
票
住
所
、
世
帯
主
氏
名
、

謄
抄
本
の
別

(
抄
本
の
場
合

は
必
要
な
人
の
名
前
)
、
請
求

理
由
、
請
求
者
と
の
関
係
、

請
求
者
の
住
所
氏
名

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦
覧
は
四
月
一
日
5
二
十
二
日

固
定
資
産
税
の
課
税
の
も
と
に
な

る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、

例
年
三
月
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
八
年
度
は
、
地
方
税
法
の

一
部

改
正
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
今
年

は
期
聞
を
四
月
一

日
か
ら
四
月
二
十

二
日
ま
で
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平
成
七
年
中
に
家
屋
の
新
・
増
築

や
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
、

土
地
・
家
屋
の
相
続
、
贈
与
、
売
買

な
ど
で
所
有
権
の
変
わ
っ
た
人
は
、

資
産
が
ま
ち
が
い
な
く
登
録
さ
れ
て

い
る
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で

す
が
、
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

{
期
間
}
平
成
八
年
四
月

一
日
か

ら
平
成
八
年
四
月
二
十
二
日
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
)

{
時
間
}
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

{
場
所
}

V

肱
南
、
久
米
、
肱
北
、

喜
多
及
び
平
地
区
在
住
者
は
、
市

役
所
税
務
課

V
連
絡
所
管
内
在

住
者
は
各
連
絡
所

V
前
述
の
う

ち
、
納
税
組
合
未
加
入
者
及
び
市

外
在
住
者
は
市
役
所
税
務
課

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務

課
固
定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
2
7
)
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大
洲
市
ご
=
一-ンルパ
l
人
材
セ
ン
タ
ー

豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し

誠
実
な
仕
事
を
し
ま
す

職
は
望
ん
で
い
な
い
が
、
経
験
や
技

術
・
技
能
を
生
か
し
て
働
き
た
い
と

い
う
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
団
体

や
民
間
の
事
業
所
、
ま
た
は
一
般
家

庭
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
仕
事
を
集
約

し
、
会
員
の
希
望
や
能
力
に
応
じ
た

「ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
〉
ほ

高
齢
者
の

「福
祉
と
労
働
L

と
い

う
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
た
組
織
で
す
。

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、
就

談ロ
闘の容内業乍』

r

B

レブ一フh
'
 

セシヲーのじくみ

ミニシルバー人材センターl

業就

対人・作業内容等のキ目鍛

仕
事
を
提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
従
事

し
た
仕
事
に
応
じ
て
配
分
金
を
会
員

に
支
払
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
が
増
え
、
地
域
の
発
展
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
特
色

V
セ
ン
タ
ー
は
、
営
利
を
目
的
と
し

な
い
公
益
的
な
団
体
で
、

市
が
全

面
的
に
援
助
し
ま
す
。

V
仕
事
は
セ
ン
タ
ー
が
請
け
負
い
ま

す
。
会
員
は
希
望
に
そ
っ
て
そ
の

仕
事
に
従
事
す
る
も
の
で
、
内
容

は
臨
時
的
、
短
期
的
な
も
の
で
す

0

・v依
頼
主
と
の
雇
用
関
係
は
あ
り
ま

せ
ん
。
仕
事
を
引
き
受
け
る
の
は

セ
ン
タ
ー
で
、
就
業
す
る
の
は
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
会
員

で
す
か
ら
、
依
頼
主
と
会
員
と
の

聞
に
雇
用
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
労
中
の
事
故
は
セ
ン
タ
ー
が
対

応
し
ま
す
。

V
仕
事
の
責
任
は
、
セ
ン
タ
ー
が
負

い
ま
す
。
請
け
負
い
代
金
は
セ
ン

タ
ー
が
受
け
取
り
、
従
事
し
た
会

員
に
報
酬
(
配
分
金
)
を
支
払
い

ま
す
。

平
成
八
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
平
成
八
年
度
の
市

政
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
要
領
で
募
集
し

ま
す
。

{モ
ニ
タ
ー
の
資
格
}

V
満
二
十
歳
以
上
の
市
民
で
、
市
議

会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

V
原
則
と
し
て
、
国
・
県
・
市
に
直

接
関
係
す
る
公
職
に
就
い
て
い
な
い

人V
モ
ニ
タ
ー
会
議
(
任
期
中
三
回、

平
日
の
午
後
開
催
)
に
出
席
で
き
る

人
{
予
定
人
員
}

二
十
人
(
う
ち
、
十
人
程
度
を
公

募
){

モ
ニ
タ
ー
の
任
期
}

平
成
八
年
度
一
年
間

{モ

ニ
タ
ー
の
仕
事
}

V
随
時
報
告
市
政
全
般
に
関
す
る

率
直
で
建
設
的
な
意
見
を
、
無
課
題

で
自
由
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
o

v
モ
ニ
タ
ー
会

議

任

期

中
三
回
開

mm
新
谷
駅
に
駐
輪
場
が
完
成

新
谷
駅
に
、
こ
の
ほ
ど
駐
輪
場
が

完
成
し
、
通
勤
・
通
学
者
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
駐
輪
場
は
、
新
谷

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
、

側
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

(宝
く
じ
)

の
助
成
を
受
け
て
設
置
し
た
も
の
で
、

総
事
業
費
は
百
万
円
、

三
十
五
台
程

度
の
収
容
が
可
能
で
、
新
谷
駅
前
の

慢
性
的
な
駐
輪
場
不
足
の
緩
和
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

か
れ
る
会
議
に
出
席
し
て
、
市
政
に

関
し
て
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

V
そ
の
他
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
市
が
必
要

と
認
め
た
各
種
行
事
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

{そ
の
他
}

市
は
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
出
席
時
の

謝
礼
と
交
通
費
、
報
告
に
関
す
る

通
信
費
を
負
担
し
ま
す
。

一
般
活
動

に
つ
い
て
は
、
無
報
酬
で
す
。

{
応
募
方
法
・
期
限
}

官
製
ハ
ガ
キ
に

「市
政
モ
ニ
タ
ー

希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え、

三
月
二
十
二
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
あ
て
先
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
大
洲
市
大
洲
六
九

O
番

地

一
、
大
洲
市
役
所
総
務
財
政
課
広

報
広
聴
係
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線

3
2
2
)
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ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

特
に
次
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
す
る

会
員
と
発
注
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

食事の世話(簡単なもの)

お年寄りの世話・話し相手

こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な

仕
事
が
あ
り
ま
す
。

-
簡
単
な
大
工
仕
事
や
修
理

植木のせん定など…

-
障
子
張
り

・
駐
車
場
や
倉
庫
の
管
理

-
屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
ガ
ラ
ス

拭
き

・
筆
記
、
毛
筆
、
筆
耕
な
ど

・
庭
や
広
場
の
草
引
き
・
草
刈
り

第
二
回

市
民
の
森
記
念
植
樹

大
洲
市
で
は
、
今
年
も
市
民
の

森
記
念
植
樹
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
市
民
の
森
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
「
結
婚
」「誕
生
」「
入
学
」「
長
寿
L

な
ど
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
を
木
に
託
し
て
植

え
て
も
ら
い
、
手
づ
く
り
の
森
を

育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
大
切
な
思
い
出
を
植

樹
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
日
時
】
四
月
二
十
九
日
間

み
ど
り
の
日
午
前
十
時
か
ら

{
場
所
}

富
士
山
南
側
斜
面

{
対
象
者
}

①
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
(
大
洲
市
出
身
で
市
外
に
住

ん
で
い
る
人
及
び
市
内
の
団
体
・

法
人
を
含
む
)
②
平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶
事
を

迎
え
た
人
、
ま
た
は
迎
え
る
人

【
植
樹
予
定
本
数
}
五
十
本

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

入
会
の
手
続
き

経
験
や
能
力
を
生
か
す
仕
事
が
し

て
み
た
い
人
、
自
宅
に
じ
っ
と
居
る

の
で
は
な
く
健
康
の
た
め
に
何
か
た

め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
と
思

っ
て

い
る
人
で
、
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上

の
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
手
続
き
は
、
入
会
申
込
書
に

会
費
(
年
間
千
円
)
と
顔
写
真
二
枚

を
準
備
し
て
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

干

7
9
5

大
洲
市
若
宮
六
二
五
番

地
四
大
洲
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内

大
洲
市
ミ
ニ
シ
ル
バ

ー
人

材
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
3
7
7
5

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

{
樹
木
の
種
類
と
費
用
}

V
樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

V
費
用

一
万
円
(
プ
レ
ー
ト

代、

支
柱
代
を
含
む
)

※
植
樹
後
の
樹
木
は
、
市
の
所
有

と
な
り
、
市
が
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
が
、
枯
れ
た
り
、
損
傷

・
盗
難
に
あ
っ
て
も
そ
の
責
任

は
負
え
ま
せ
ん
。

{
申
込
期
限
及
び
問
い
合
わ
せ
先
}

V
申
込
期
限
四
月
一
日
間

V
問
い
合
わ
せ
先
総
務
財
政
課

行

政

係

官

⑫

2
1
1
1

(
内
線
3
2
8
)

市
民
大
学
は
三
月
三
十
日
講
師は

中
村
メ
イ
コ
さ
ん

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
桝
山

教
育
振
興
会
の
助
成
を
受
け
、
市

民
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の

講
師
は
、
女
優
の
中
村
メ
イ
コ

さ
ん

で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

し
v

{
日
時
}

一十
三
時

{
場
所
}

レ{
講
師
}
中
村
メ
イ
コ
さ
ん

{
演
題
}
「
私
の
生
き
方
」

{
聴
講
料
}
無
料
で
す
が
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。
教
育
委
員

会
ま
た
は
公
民
館
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
体
育
課
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線
5
5
3
)

三
月
三
十

日

出

開

場

開
会

一
十
三
時
三
十
分

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l

中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

「
親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会
」

で
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
中
村
紘
子
さ
ん

を
招
き
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
入
場
券
は
二
月
二
十
日
か
ら

発
売
し
て
い
ま
す
。

{
日
時
}
四
月
二
十
日
出
開
場

一
十
八
時
開
演
一
十
八
時
三
O
分

{
場
所
}
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l

レ{
入
場
料
}

S

席
四
千
円
/

A
席

三
千
円
/
自
由
席
(
一
般
)

二
千

円
(
高
校
生
以
下
)
千
五
百
円

〔
い
ず
れ
の
席
も
当
日
は
五
百
円
増

し〕
{
入
場
券
取
扱
所
}
フ
ジ
グ
ラ
ン

大
洲
五
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

/
親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会
事

務
局
/
南
海
放
送
文
化
事
業
部

※
詳
し
く
は
、
次
の
所
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
o

v
南
海
放
送
文
化
事
業
部

宮

0
8
9
・
9
7
1
・
7
1
5
1

V
親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
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大
淵
人
物
列
伝
し
ん
で
ん
し
申
め
Z
う
〈
大
洲
市
立
思
館

γ

肱
川
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
日
本
泳
法
・
神
伝
主
馬
流
の
始
祖
加
藤
主
馬
光
尚

豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
中
で
、
地
域
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
大
洲
市
。

博
物
館
で
は
、
そ
の
歴
史
の
中
で
世
代
を
越
え
て
語
り
継
が
れ
る
先
人

た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
先
人
た
ち
の
功

績
を
顕
彰
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
を
刻
む
私
た
ち
の
在
り
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

、
今
年
も
「
成
人
の
日
」
に
、
大
洲

神
伝
流
保
存
会
と
大
洲
水
泳
協
会
が

主
催
す
る
「
寒
中
水
泳
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
加
藤
主
馬
光
尚

が
創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
日
本
(
古

式
)
泳
法
の
中
で
も
、
代
表
的
な
も

の
と
さ
れ
る
神
伝
主
馬
流
(
し
ん
で

ん
し
ゅ
め
り
ゅ
う
)
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
そ
の
独
特
の
泳
ぎ
方
は
、
現
在

一
般
的
な
泳
法
の
ク
ロ

ー
ル
、
平
泳

ぎ
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
な
ど
と
は

異
な
り
ま
す
が
、
い
つ
頃
、
何
の
た

め
に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

我
が
国
の
水
泳
の
歴
史
は
古
く
、

古
代
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
中
世
以

後
、
戦
国
時
代
を
経
て
、
武
術
の
ひ

と
つ

〈水
練
術
〉
と
し
て
発
達
し
ま

し
た
。
こ
の
時
代
、
海
上
や
川
で
も

戦
(
い
く
さ
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

身
を
守
る
重
い
よ
ろ
い
を
着
け
た
ま 企加藤主馬光尚

ま
水
中
を
移
動
す
る
の
は
、
た
い
へ

ん
な
こ
と
で
し
た
。
戦
で
す
か
ら
、

溺
れ
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は

な
く
、
戦
う
た
め
の
力
を
残
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
独
特
の
泳
法
が
生

み
出
さ
れ
た
の
で
す
。

加
藤
主
馬
光
尚
が
、
大
洲
藩
初
代

藩
主
加
藤
貞
泰
に
従
っ
て
、
米
子
か

ら
大
洲
に
入
り
、
水
練
術
を
起
こ
し

た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。
以
後
大
洲

藩
で
は
、
こ
の
水
練
術
が
藩
士
の
必

須
条
件
と
さ
れ
、
藩
士
は
そ
の
習
得

に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
参
勤

交
代
の
時
、
多
く
の
溶
は
大
井
川
を

渡
る
こ
と
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、
大
洲
藩
士
は
難
無
く
渡
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、

川
渡
し
の
人
夫
た

ち
は
「
伊
予
の
河
猿
」
と
呼
ん
で
称

賛
し
た
そ
う
で
す
。

や
が
て
、
肱
川
で
生
ま
れ
た
神
伝

主
馬
流
は
、
そ
の
名
手
と
称
さ
れ
た

伊
東
祐
根
(
大
洲
藩
、
神
伝
主
馬
流

第
六
世
蓑
島
太
兵
衛
正
利
の
高
弟
弓

削
元
久
の
弟
・
松
山
藩
士
伊
東
祐
之

の
養
子
と
な
る
)
に
よ

っ
て
、
松
山

藩
に
も
た
ら
さ
れ
、
後
に
各
藩
へ
広

く
伝
わ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

広
島
や
岡
山
を
は
じ
め
各
地
に
神

伝
流
の
継
承
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
の
源
は
大
洲
の
神
伝
主

馬
流
に
あ
る
の
で
す
。

明
治
維
新
の
廃
藩
に
よ
り
神
伝
主

馬
流
は
武
芸
と
し
て
で
は
な
く
、
泳

法
と
し
て
、
広
く
大
洲
の
地
に
広
ま

り
、
当
時
、
夏
の
肱
川
で
水
と
戯
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
泳
ぎ
方
は
、
は
っ

き
り
と
他
の
地
方
の
泳
ぎ
方
と
異
な

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

大
正
十
二
年
、
中
学
校
水
泳
大
会

に
お
い
て
、
初
め
て
ク
ロ
ー
ル
が
披

露
さ
れ
た
こ
と
で
、
次
第
に
近
代
泳

法
が
普
及
し
は
じ
め
ま
す
が
、
一
方

で
神
伝
主
馬
流
へ
の
関
心
は
途
絶
え

る
事
な
く
、
そ
の
年
、
大
洲
神
伝
流

水
泳
協
会
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
戦

後
に
な
る
と
、
そ
の
意
志
は
大
洲
水

泳
協
会
に
受
け
継
が
れ
、
確
か
な
伝

承
と
普
及
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
泳
法
の
時
代
と
な
り
、
か
つ

て
慣
れ
親
し
ま
れ
た
神
伝
主
馬
流
は

日
本
(
古
式
)
泳
法
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
洲
に
生
き
る

私
た
ち
は
、
郷
土
の
清
流
肱
川
が
は

ぐ
く
ん
だ
こ
の
代
表
的
な
日
本
泳
法

の
歴
史
を
心
に
止
め
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

当
市
で
は
、
こ
の
誇
る
べ
き
伝
統

文
化
を
次
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
昭

和
四
十
七
年
大
洲
神
伝
主
馬
流
泳
法

及
び
そ
の
技
術
保
持
者
を
無
形
文
化

財
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を
同

身
近
な
く
ら
し
の
中
に(

そ
の
三
)

「
起
こ
す
」

正
し
く

部
落
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
何
と
い
わ
代
も
瑳
矧
意
識
を

な
く
す
た
め
の
教
育
が
重
要
で
す
。

「そ

っ
と
し
て
お
け
ば
、

差
別
は

しぜん

&
ι

し

告
然
に
な
く
な
る
。
何
も
知
ら
ほ
ぃ

子
ど
%
に
、
よ
け
い
な
こ
と
は
教
は

な
い
方
が
い
い
」
よ
く
こ
ん
な
意
見

み

み

ね

を
耳
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
寝
た
子

お

ろ

ん

を
起
こ
す
な
論
」
で
す
。

娃
別
は
本
当
に
い
肘
な
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
人
の
中
に
も
、
「
寝

ただ

た
子
を
起
こ
す
な
論
」
を
正
し
い
と

しん信
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、

ぜ
ん
て
い
ひ
つ
よ
う

そ
れ
に
は
前
提
が
必
要
で
す
。

げ
ん
じ
っ
し
ゃ
のい

ま勺た
へ
ん
付
ん

現
実
の
社
会
に
詮
く
偏
見
が
な
け

れ
ば
、
そ
の
考
え
方
は
正
し
い
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
実
の
祉
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
偏

見
が
存
在
し
何
い
ほ
す
。
と
り
わ
け
、

部
落
差
別
は
根
の
深
い
も
の
が
あ
る

の
で
す
。

こ
う
い
う
社
会
の
中
で
は
、
何
も

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ

ひ
じム

う

あ

や

怠

う

え
に
、
非
常
に
謀
っ
た
扇
見
を
植
え

ρ

か

の
う
せ
い

d
，

つ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

け
る人
とは
きだ
、れ

純Eも
真土 、

なこ
dし、zσコ
を 世ょ
持に
つ 生t
てを
生ぅ受ぅ
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人
権
と
同
和
教
育

ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
差
別
心

な
ど
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に

大
き
く
吐
る
に
し
た
が
っ
て
、
差
別

の
心
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
は
、
だ

れ
か
が
誤

っ
た
偏
見
を
植
え
つ
け
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
何
も
知
ら
な

ぜんて

い
子
ど
も
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
先
手

先
手
で
正
し
い
こ
と
を
撒
ぇ
、
誤
っ

た
こ
比
を
知
ら
さ
れ
た
時
に
、

い「そ

れ
は
違
う
よ
」
と
、
は

っ
き
り
言
え

に
ん
げ
ん
そ
だ

る
人
聞
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
大
人

で
も
い
え
る
こ
と
で
す
。

「起
こ
す
」
こ
と
は
、
人
聞
を
正

し
く
育
て
る
こ
と
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、

一つ
は
、
正
し
い

れ

き

し

歴
史
を
し
っ
か
り
と
教
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ん

だ

い

二
つ
め
に
、
現
実
の
差
別
問
題
が
、

謹
史
的
に
人
々
の
意
識
の
中
に
生
き

続
け
て
き
た
、

差
別
意
識
に
は

h
r

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
現
状
認

し

き

ふ

か

識
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

三
つ
め
に
は
、
現
状
認
識
を
ふ
ま

え
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
、

ど
ん
な
人
間
に

な
れ
ば
よ
い
の

あ
か

か
と
い
う
明
る

てんほう

い
展
望
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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1月19日陰) 砂

建設省h'"実施す3
直轄河川激甚災害

対策特別緊急事業

の着工式h'"、長浜

町白滝の柿早橋近

<で'行われまじだ。

式典!こ16伊賀知事

や桝田市長老16v
め約 100人h'"出席
レ事業の早期完成

を祈つでいましだ。

‘1月10日以) 大洲神社で、恒例の十日九びすまつ

りh'"行われましだ。前日の寒さちいぐiJiん和らぎ、

南予一円fi"う参拝客h'"続々 と訪れでいまレだ。

12月27日体) 八多喜の老人つ砂

ラブ寿会16、希望あ3新年き迎

え，でちらおうと地区内の一人暮

lうレの高齢者らl之、っきだての

ちちさ配り歩レだ。 E長だ、己の

日16同会員!とより公民館l己門松

のブレゼシトちありまレだ。‘1月フ日(日)今年で17回目き

迎九3七草h'"ゆ歩こう会h'"行わ

れまレだ。市民会館fi"う少彦名

神社、大洲神社と歩いだ 450人
の参加者16、健康宏願い七草h'"

ゆ!こ舌つづみを打つでいまレだ。 L相

1月21日(日) 文化財防火デー惨
さ前l之、新谷小学校内にあ3県
指定文化財麟鳳閣(LIんほうfi'
()で模擬火災訓練h'"行われま
じだ。地元消防団・婦人防火ウ
ラブ、消防署fi"う約 100人h'"参
加し、 16レご車ち加わり大h"'fi'
LIち訓練と怒りまレだ。(麟鳳
閣:新谷藩の陣屋だった建物)‘1月25日(木) 国立大洲青年の
家で座禅や精神修養!こ闘す3非
常勤講師きレでい3藤木琢磨さ
ん(柚木如法寺住職)h'"、その
業績を認められ文部大臣fi"う表
彰され、その報告12桝田市長を
訪問レましだ。

‘1月15日(月)
成人式のこの目、

20歳の門出さ祝い

寒中水泳大会h'"開

催されまレだ。

今年16、3歳fi"う

74歳までの80人余

L/h'"参加。泳ぎ終

3と急いでたき火

ヘ向つでいまレだ。

( 



を一部改定しました。今後は、この「標準小作料」を目安として、貸し

手と借り手が十分協議し、納得のいく小作料を決めてください。

なお、従来の契約小作料を変更したときは、所定の様式により農業委

員会に通知することになっています。詳しくは、農業委員又は農業委員

会事務局へお問い合わせください。 ft⑫21 1 1 (内線 35 3) 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
二
月
九
日
分
ま
で

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
従
業
員
募
金
)
若
宮

四
国
電
力
(
株
)
大
洲
営
業
所
従
業
員

一
同金

一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販

売
(
株
)
大
洲
地
区
販
売
庖
一
同

(
指
定
配
分
金
)

金

一
封
(
大
洲
茶
の
み
友
の
会

・
市

社

協

へ

)

松

山

市

戸

井

義

重

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

(
敬
称
略
)

(平成8年1月1日改訂:10アール当たり)大洲市標準小作料
1 小作料の 1

標準額 備

一生産量_(7，主種担Q回j
28，000円|園場整備完了、またはこれに準じるところで、農業用

道水路等が整備されたトラクタ ・コンパイン利用可
能な農地

h生産量 〈本務丹~Q回J
18，000円|上回より規模等のやや劣るところで、耕運機 パイン

ダ一利用可能な農地

ー生産量 〔ォド務 3丹Q同}
5，000円 l上回 ・中回以外のところで、機械化作業が困難な農地

考農地の区分

田上
田

の

菅

田

町

矢

野

秀

征

金

一
封
(
寄
付
金
を
平
地
区
社
協
へ
)

新

谷

人

形

劇

サ
ー
ク
ル
「
お
に
ご
っ

こ

」

代

表

若

藤

民

子

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

松

田

重

子

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

二
宮
{
寸
仁

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協

・
市
社
協

へ

)

柚

木

白

石

一
郎

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協

・
市
社
協

へ

)

喜

多

山

久
保
田
嘉
男

(
物
品
の
口
座
)
社
会
福
祉
活
動
車

一
台
(
大
洲
市
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
・
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

)

大

洲

安

達

雅
章

田中

田

上

かぼちゃ 2，000kg(5 a ) 
生産量 (夏作) ~ ~ tc:-~__. __:_: ~. ~~~:~ ~ ~ ~ ~ ~ + 

す い か 2，250岡(5 a ) 
28 ， 000円ト一一 一一一一一一一一一一___U名作J一民三ーさ~)__ j'j _，_9_0_Q同 1

平坦地域の圏場整備完了 、またはこれに準じるとこ
ろで、農業用道水路等が整備された トラクタ一利用

豆皇皇室墨盟
生産量 (夏作)

畑

下

上

かぼちゃ 1，950kg (5a) } + すいか乙200同 (5 a ) 
20，000円 L_ ー L_ (冬作!__l啓三さ ~_~ _ _9_ ，-QQQ回 1 ・ーー

開発圏場整備完了、またはこれに準じる既存のもの
で 、耕運機利用可能な農地
生 産 量 {(夏作)スィートコーン 1，200同}

4，000円ト一一一一一___U冬一作上必麦__c}_Q回一し一
上畑ー中畑以外のところで、機械化作業が困難な農

地

+ 

畑

畑

中

下

畑

σコ

部

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ

ー
ラ
ス
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
「
春
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
て
発
表
し
ま
す
。
初
め
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
今
回
は
、
内
子

町
や
長
浜
町
の
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
(
入
場
無
料
)

{
日
時
】

一一一
月
二
日
目

十
三
時
三
十
分
か
ら

【
場
所
】
肱
北
公
民
館
大
ホ

l
ル

※
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
い
っ
し

ょ
に
歌
う
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、

8
@
4
2
7
8
(白

石
)
ま
で
。

図書館

三
月
新
刊
案
内

へ
l
ゲ

ル

を

読

む

長

谷

川

宏
著

イ
メ
ー
ジ
自
己
体
験
法
門
前
進
著

新
し
い
自
分
が
生
ま
れ
る
心
理
学

小
林
展
子
・
他
著

大

処

世

訓

童

門

冬

二

著

歴
史
に
学
ぶ
不
惑
の
人
生
鈴
木
健
二
著

与
え
る
愛
に
生
き
る
瀬
戸
内
寂
聴
著

チ
ベ

ッ
ト
奇
跡
の
転
生

V
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ

l
著

四
国
遍
路
の
民
衆
史
山
本
和
加
子
著

華

の

ひ

と

女

性

自

身

編

集

部

編

出
雲
神
社
の
謎
を
解
く
津
田
洋
太
郎
著

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
な
街

武
田
正
彦
・
他
著

山

の

湯

海

の

湯

田

村

修

著

中
国
旅
行
が
し
た
く
な
る
本和

田
正
信
著

中
国
名
所
大
観
日
中
青
年
交
流
協
会

危
機
管
理
宰
相

論

佐

々

淳

行

著

新
、
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
五
十
嵐
暁
郎
著

イ
ス
ラ
ム
と
ア
メ
リ
カ
山
内
昌
之
著

ア
ジ
ア
合
州
国
の
誕
生
大
前
研
一
著

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
財
産
管
理

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
編

週

末

の

達

人

小

石

雄

一

箸

活
動
期
に
入

っ
た
地
震
列
島尾

池
和
夫
著

近
代
世
界
の
災
害
国
会
資
料
編
纂
会

震
災
そ
の
と
き
の
た
め
に

ω

子
育
て
の
こ
こ
ろ
を
探
る
斎
藤
善
郎
著

親
子
の
マ
ナ

l
レ
ッ
ス
ン
岩
下
宣
子
著

星
座
ロ
カ
月

冨
田
弘

一
郎
著

が
ん
は
切
れ
ば
な
お
る
の
か
近
藤
誠
著

建
築
の
法
律
紛
争
荒
井
八
太
郎
・
他
著

母

さ

ん

の

味

村

上

昭

子

著

楽
屋
に
裏
話
人
に
エ
ピ
ソ
ー
ド

渡
壁

熔
著

10 

音

楽

療

法

の

基

礎

村

井

靖

児

著

ポ
ッ
プ
士
口
村
の
伝
説
富
樫
ヨ

l
コ
著

仰
木
監
督
の
人
を
活
か
す
「
技
と
心
」

永

谷

筒

著

最 虚 昨 廊 ト ちわ文青風華旦恋檀柳恋十斬 オ今人 こ
後 下ルんが警ののの那 屋の六 ン朝を こ
の空白にコ ど千遠時陣下さ お姿夜刑 リの動 ろ
授 植幻ん年近間にま 藤勢小 lー かの
業 え想菊の て大 捕で僧 ・句す日

た 乃男 事物 イい向
R 林家た 帳 エいぼ

A檎の ち ス話 つ
F B ・の人 タ三こ

ク木び薄橋小沢 デ 遊
図 エ パ リ 新大と永水井高 内 田池木鳴山高中景イ村 亭

ド lス残田山 井上ゆ橋図書真耕海田橋津山 上 楽
書ギカト 純真 路 う克康賀理太 太義文民 講太

ユ 1フ 雪 子人 子勉じ彦夫子子郎丈 一 夫彦夫 護 談 郎
館 著著著著著著 著著著著著著著著著著著著著 著 社 著

三
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
儒
者
萎
洗
と
大
洲
」

日
時

3
月
日
日
(
金
)

(
9
一
却

l
H
一
却
)

場

所

大

洲

市

立
図
書
館

4
階

講

師

村

上

恒

夫

先

生

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



備)丸電工業

ft24-5351 

中野管工事工業

合 24- 3792

(布 三原設備

ft24- 3783 

西田水 道 庖

合 26-0265

闘いの水道設備

ff24-2216 

淳山水 道 工 事 庖

ff24- 2583 

備)内田電気水道設備

ff25-2858 

伊予屋住設

まま 24- 2541

(有)オクダ設備

ft24- 3674 

岡福水道工事庖

ff24-3656 

傭)神田鉄工所

まま 24- 4122

大塚鉄工所

ff25-0300 

城戸電業社

ft25- 2944 

神南設 備

ff25-4684 

側土居鉄工所

まま 24- 4519

久保鉄工所

ft26-0537 

(有)南予水道住設

ft25- 1350 

備)アサノ設備

ft24-0783 

惰)星加 水道設備

ft26-0020 

佐藤水道庖

ft24- 4410 

徳森設 備

合 25-4023

浜住設 備

ft25- 4645 

四
月
介
九
つ
国
民
年
金
保
険

料
げ
一
万
二
千
三
百
円
に

国
民
年
金
保
険
料
は
、
四
月
か
ら

一

万
二
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
前
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
有
利
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
手
聞
が
省
け
て
納
め
忘
れ
も
な
く

な
り
ま
す
。
新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、

三
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
と
き
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

民
課
国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
含
⑪
2
1
1
1

(内
線
I

l
l
・
1
1
2
)

平成 8年 4月から
1年分の保険料額

毎月納め 前納した
割引額

た 場 合 場合

額保A: 仁 (12，300円
X12月) 144，040円3，560円

料険 147，600円

(12.7∞円
x12月)148，720円3，6ω円

152，4∞円

3月 2日出

3月 3日(日)

大
洲
市
肱
北
駐
車
場

定
期
駐
車
を
募
集
し
ま
す

平
成
八
年
度
の
肱
北
駐
車
場
定
期
駐

車
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

V
全
固
定
期
駐
車
午
前
0
時
か
ら
午

後
十
二
時
ま
で
/
一
カ
月
一
台
に
つ

き
六
千
円
/
午
後
十
時
か
ら
午
前
七

時
ま
で
は
入
出
庫
が
で
き
ま
せ
ん
o

v
昼
間
定
期
駐
車
午
前
七
時
か
ら
午

後
十
時
ま
で
/
一
ヵ
月

一
台
に
つ
き

五
千
円

【
利
周
期
間
な
ど
】
四
月

一
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の

一
年
間

/
使
用
料
は

一
ヵ
月
以
上
の
前
払
い

で
す
。

【
受
付
期
間

・
申
込
先
】

三
月

一
日

か
ら
十
五
日
(
申
し
込
み
が
多
数
の

場
合
は
抽
選
)
/
総
務
財
政
課
管
財

係
含
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
7
)

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
地
域
社
会
を

今
で
も
、
結
婚

・
就
職
の
身
元
調
査

や
問
い
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

偽
名
を
使
い
電
話
で
質
問
し
た
り
、
聞

き
た
い
こ
と
を
ま
と
も
に
尋
ね
ず
功
妙

に
質
問
す
る
た
め
、
無
意
識
の
う
ち

に
身
元
調
査
に
応
じ
て
し
ま
う
こ
と

3月 9日仕j

3月10日(日)

3月16日出

が
あ
り
ま
す
。
大
洲
市
で
は
、
こ
う
し
た

身
元
調
査
に
応
じ
な
い
、
身
元
調
査
を

許
さ
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

「身
元
調
査
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
玄

関
の
よ
く
見
え
る
所
に
貼

っ
て
こ
の
運

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
課
含

⑪
2
1
1
1
(内
線
1
7
0
)
ま
で
。

米
穀
販
売
業
登
録
申
請

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
七
年
十

一
月

一
日
か
ら
食
糧
法

(
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
法
律
)
が
施
行
さ
れ
、
平
成

八
年
六
月

一
日
か
ら
、

二
疋
要
件
を
満

た
せ
ば
だ
れ
で
も
登
録
を
受
け
て
米
穀

販
売
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

(
登
録
申
請
期
間

一
平

成
八
年
四
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
)

こ
の
た
め
、
愛
媛
県
で
は
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
米
穀

販
売
業
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

一一一
月
十
五
日
幽
十
時

1

【
場
所
】
東
宇
和
郡
宇
和
町
卯
之
町

3月17日(日)

3月20日付。

3月23日仕)

3 0 ※ 
o 8詳愛
4 9 し媛
~ 4 く県
ま ・ は歴
で 2 、史
。2八文

幡化
4 浜博
l地物
l 方館
l 局
(農
内政
線課

老
人
一
ア
イ
ザ

l
ピ
ス
也
、
/
弓
l

職
員
募
集

在
宅
介
護
支
援
セ
、
/
弓
l

社
会
福
祉
法
人
三
善
会
で
は
、
両
セ

ン
タ
ー
の
新
設
に
伴
い
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

【
職
種
(
資
格
)
と
人
員
】

V
看
護
婦
(
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
)

三
人
V
運
転
手
兼
生
活
指
導
員
(
大
型

免
許
)

一
人
V
介
助
員

一
人
V
寮
母

一

人
V
調
理
員

(
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
)
一

人
【
募
集
期
間
お
よ
び
応
募
方
法
】

三
月
十
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
に
履
歴

書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
応
募
資
格
】

V
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
該
当
し

な
い
人
で
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
V
採
用
後
通
勤
可

能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人

【
勤
務
先
}
大
洲
市
春
賀
甲
一
六
歪
番
地

【
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
春
賀
甲

一
六
八
八
番
地
/
社
会

福
祉
法
人
三
善
会
(
大
洲
ホ

l
ム
)
事

務

局

大

越

ま

で

含

⑫

1
2
1
6

3月24日(日)

3月30日出

3月31日(日)

墓
地
改
葬
巴
つ
い
て
の
加
知
ら
ぜ

愛
媛
県
で
は
、
柚
木
地
区
で
国
道
一

九
七
号
の
道
路
改
良
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
柚
木
字
冨
土
八
三
二
番
地
、

同
所
八
三
八
番
二
通
称
・
駄
場
墓
地
)

お
よ
び
同
所
九
四
七
番
五
(
如
法
寺

墓
地
)
の
土
地
の
、
工
事
に
支
障
と
な

る
墳
墓
を
移
転
改
築
す
る
必
要
が
生
じ

ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
、
墓
地
管
理
者

(
使
用
者
)
ま
た
は
死
亡
者
の
縁
故
者

が
不
明
の
墳
墓
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心

当
た
り
の
人
は
、
四
月
十

一
日
ま
で
に

次
の
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
連
絡
の
な
い
場

合
は
、
無
縁
仏
と
し
て
改
葬
さ
れ
ま
す
。

{
連
絡
先
】
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局

建
設
部
用
地
課
(
大
洲
市
田
口
甲
四

二
五
番
地

一
)
含
⑪
5
1
2
1
(内
線

3
0
8
)
 

1月末までの

大洲市内の交通事故

l月末現在 昨年同期

件 数 1 7 1 3 

負 傷者 2 0 1 5 

死 者 。 。

11 



盟主J

，...-
相
談
ご
と
案
内

， 96 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

3
月
8
日

幽

叩

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

3
月
幻
日
同
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

3
月
日
日
幽
叩
時
1
日
時

場

所

大

川
連
絡
所

日
時

3
月
四
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相

談

宮

⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

山

時

1
ロ
時
、
日
時
l
M山時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
棺
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

おおず|広報

'-ーーーーーーーー

{
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

3
月
四
日
附

9
時
i
u
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

3
月
6
日
閥
、
引
日
同

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
包
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

3
月
日
日
樹

9
時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

樹
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|

九
含
⑪
4
4
5
2

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
7
8
3
0
 

{
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

3
月
日
目
的
叩
時
i
M
時

場
所
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

|休|日|急|患|診療|
j青家産婦医院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

泉内医院(東大洲)

まま 24-6407

大洲中央病院(東大洲)

まま 24-4551

松元産婦医院(中村)

含 24-3067

3月17日

(日)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

石川内医院(若宮)

ft24-3306 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

3月20日

附

日
時

3
月
日
日
制

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

3
月
幻
日
同
日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す

含
@

3
1
6
5

大
洲
保
健
所

日
時
か
ら

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

※...  ... 

休 3 ト 395 
館月レ月年
日 29ン 3 日

日ド日本
毎 幽 版 (日)切
週 1函 j手
火 3展 3 初
日程月 月日
日 31 24カ

日 日ノ〈
(日) (日) 1 

展

金

保健センターだより

.乳幼児健康診査.

3月5日附平成 7年10月生※

3月14日(木) 平成 6年 8月生

3月26日ω 平成 5年 2月生

※は肱南・久米・肱北・ 喜多・平

地区のみ

受付時間 13:00-13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・ アンケー ト

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談 ・育児サークル.

3月12日ω 乳幼児を持つ親子

3月19日附平成 7年5・6月生※

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 9:30-10:00 

実施場所大洲市保健センタ-

.健康相談 ・栄養相談。

日時 3月25日伺)

10:00-12:00、13:00-15:00

実施場所大洲市保健セ ンター

持参品健康手帳

保健センターではこんな仕事をし

ています。

大洲市保健センタ ーでは、市民

の皆さんに次のような保健サービ

スを行っています。

砂老人保健法に基づくもの

・健康診査・健康相談・健康教

育・訪問指導・機能訓練など

砂母子保健事業関係

・定期予防接種・乳児健診・乳

幼児相談・ 1歳 6カ月児健診・

3歳児健診・育児サークルなど

砂その他

・栄養相談など

「こんなときどうするのかな?J 

と思われたときには、どうぞお気

軽にご相談ください。

また、お近くの連絡所にも保健

婦がいますのでご相談ください。

3月3日

(日)

3月10日

(日)

n24-3ワワ 5

政
係
含
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
7
日
嗣

場

所

市
立
大
洲
病
院

叩
時
l
U
時

明
屋
書
庖
日
時
却
分
1
日
時

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖
日
時
日
分
j

日
時
初
分

保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

V
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

12 

小川整形医院(三の丸)

ft23-5596 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

中塚内医院(西大洲)

ft24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

3月24日

(日)

3月31日

(日)

犬
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
洲
市
で
は
、
野
犬
に
よ
る
危
害
の

防
止
と
飼
い
主
を
な
く
し
た
不
幸
な
犬

を
な
く
す
た
め
、
犬
の
里
親
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
里

親
制
度
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
の
う

ち
不
用
と
な
っ
た
犬
と
、
犬
を
飼
い
た

い
人
の
双
方
を
登
録
し
て
、
市
が
仲
立

ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
捨
て
犬

を
捕
獲
し
た
場
合
も
、
飼
い
た

い
人
の

条
件
に
添
っ
て
連
絡
を
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{登
録
の
条
件
】

V
犬
を
飼
い
た
い
人

成
人
で
庭
付
き

住
宅
居
住
者
な
ど
近
隣
住
民
に
迷
惑

を
か
け
る
恐
れ
の
な
い
こ
と
。
犬
の

登
録
、
予
防
接
種
な
ど
の
法
令
を
守

る
こ
と
。

V
犬
を
譲
り
た
い
人

譲
渡
は
無
料
を

原
則
と
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ

・
登
録
先
】

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
含
⑪
2
1

1
1
(内
線
1
6
2
)

/
申
込
書
は

連
絡
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
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